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厚生労働省には、どのような仕事がある
のでしょうか。専門的な職種に就いてい
る人たちを紹介します。

数理系職員
【第10回】

国民や財政への影響を
数字で分析・検証し
施策づくりを支える

厚生労働省年金局数理課
数理第二係長
併数理調整管理第一係長

山﨑 一郎さん

山㟢さんの１日
9：30 登庁

10：00 分析作業

12：00 昼食

13：00 分析の進捗状況や
結果を課内に報告

15：00 資料作成

18：30 退庁

統
計
や
年
金
・
保
険
数
理
な
ど
の 

専
門
知
識
を
駆
使
す
る

厚
生
労
働
省
で
は
、年
金
、医
療
、介
護
、

雇
用
、
労
働
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
保
険

制
度
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
保
険

制
度
の
内
容
を
変
更
し
た
り
見
直
し
た
り

す
る
際
に
、
あ
ら
ゆ
る
数
値
を
分
析
・
検

証
し
て
い
る
の
が
数
理
系
職
員
で
す（
※

囲
み
参
照
）。
収
支
状
況
や
人
口
の
推
移
・

男
女
比
、
経
済
情
勢
な
ど
の
現
状
分
析
、

制
度
変
更
後
の
効
果
や
影
響
な
ど
の
数
字

か
ら
施
策
の
根
拠
を
裏
付
け
し
ま
す
。

「
目
算
で
施
策
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
数
値
を
分
析
し
、
緻
密

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
数

字
と
い
う
切
り
口
で
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
を

し
、
施
策
の
立
案
の
た
め
の
根
拠
を
支
え

て
い
る
の
で
す
」と
、
年
金
局
数
理
課
の

山
㟢
一
郎
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
は
約
１
０
0
人

の
数
理
系
職
員
が
い
ま
す
。
う
ち
、
約
1

割
が
女
性
で
す
。
数
理
系
職
員
は
、分
析
・

検
証
作
業
の
多
い
保
険
局
や
年
金
局
、
政

策
統
括
官（
統
計
・
情
報
政
策
、
政
策
評

価
担
当
）な
ど
に
多
く
配
属
さ
れ
、
そ
れ

以
外
の
部
署
に
は
少
人
数
ず
つ
配
属
さ
れ

ま
す
。

国
家
公
務
員
総
合
職
試
験
の
う
ち「
数

理
科
学
・
物
理
・
地
球
科
学
」区
分
の
合

格
者
が
数
理
系
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
出
身
大
学
や
大
学
院
で
の
学
部

の
制
限
は
な
く
、
資
格
も
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
入
省
後
に
統
計
や
情
報
処

理
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
年
金
数
理
、
保

険
数
理
と
い
っ
た
専
門
知
識
を
つ
け
て
い

き
ま
す
。
大
学
で
こ
れ
ら
の
知
識
を
学
ん

だ
人
も
い
れ
ば
、
入
省
後
に
研
修
で
習
得

し
た
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

国
民
が
安
心
し
て 

制
度
を
使
え
る
よ
う
に

数
理
系
職
員
は
、
普
段
は
デ
ス
ク
で
分

析
・
検
証
業
務
を
行
う
こ
と
が
多
く
、
方

向
性
を
上
司
と
相
談
し
な
が
ら
、
仕
事
を

進
め
て
い
ま
す
。「
た
と
え
ば
、
国
は
制

度
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
に
よ
っ

て
は
、
時
間
や
コ
ス
ト
の
関
係
で
調
査
の

(C) 2019 日本医療企画.



どんな仕事をしてるの① 基本的な統計の作成

③ 財政の将来見通しの作成② 保険制度の現状分析

？
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数理系職員は統計や情報処理、プログラミング
などの専門知識・技術を駆使して業務を行って
います。

対
象
者
を
絞
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

と
き
に
統
計
学
の
知
識
を
使
い
、
調
査
内

容
に
合
わ
せ
て
何
件
の
回
答
を
集
め
る
必

要
が
あ
る
の
か
を
、
数
理
系
職
員
が
計
算

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
回
答
の
集
計
や
統

計
分
析
を
行
う
と
き
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

も
し
ま
す
」

山
㟢
さ
ん
の
い
る
年
金
局
数
理
課
で

は
、
年
金
制
度
の
財
政
的
な
見
通
し
を
、

年
金
数
理
の
知
識
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等

を
駆
使
し
て
作
成
し
た
り
、
制
度
改
正
を

7年目の山嵜さんに聞く

Q1．数理系職員をめざしたきっかけは？
A１．�大学で、社会現象をコンピュータシミュレーションで分析し

ていました。これを社会貢献という形で活かす方法を考え、
数理系職員という道に進むことを決めました。特に、厚生労
働省では年金や医療など財政的にスケールの大きい政策を
扱っているので、高い技術や高度な分析が求められると思い
ました。

Q2．大変だったことは何ですか？

A２．�法案審議の際に、その裏づけや根拠となる数値をみんなで
一丸となり短期間で出さなければならなかったことですね。
提出した数値のすべてが議論の場にあがるわけではありま
せんが、それでも細かく正確にすべてを計算しなければなら
ず、ミスは許されません。「２日後までに」などという短い
期間で、数値の分析・検証をし、省内幹部や新聞記者に説明
することもありました。

Q3．今後の目標を教えてください。

A３．�自分が導き出した数値が世のなかに出ると、うれしくなりま
す。そして、それが何かの基準になったり、根拠になってい
くのは、数理系職員でなければ経験できないものだと思いま
す。今後も数字という切り口でさまざまな政策に対する気づ
きを与える専門職としての意識を、高くもっていたいです。

！

公的年金制度では５年に一度、人口・経済の動向や過去の制
度実積等をもとにシミュレーションを行い、おおむね今後100
年間の収支見通しを作成し、持続可能性を検証します。

年金や医療、介護、雇用、労働災害などの財政的な健全性を
検証したり、課題を発見するため、収支状況、給付状況、被保
険者の状況に関するデータを収集・分析します。

さまざまな統計調査を実施します。データを収集しチェックした
後に集計を行い、統計として公表します。

行
っ
た
場
合
等
の
財
政
的
な
影
響
を
推
計

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
年
金
や
医
療
保
険
、
介
護
保
険
の
持
続

可
能
性
に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
は
国

民
の
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
私
た

ち
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
持
続
で
き
る
よ

う
に
分
析
・
検
証
を
重
ね
て
い
ま
す
」

数
理
系
職
員
は
数
字
の
分
析
を
通
じ

て
、
国
民
が
安
心
し
て
制
度
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
支
え
て
い
る
の
で
す
。

(C) 2019 日本医療企画.




